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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
米連邦準備制度理事会（FRB）が12月の会合で利上げペースの減速させると
の報道で、前週末の米国株式市場が大幅上昇した流れを受け、週初より3日連
続で上昇し、26日には9月20日以来、およそ1ヵ月ぶりの高値をつけました。
週末にかけては、米長期金利の低下を受けた日米金利差縮小を背景に円高が
進行し、採算悪化への懸念から自動車などの輸出関連企業を中心に売られた
ものの、週間では前週末比で上昇となりました。
なお、27～28日の日程で開催された日銀金融政策決定会合では、大方の市場
予想通り金融政策の現状維持が決定されたことから、市場の反応は限定的で
した。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で大幅に上昇しました。
FRBが年内にも金融引き締めのペースを緩めるとの期待が高まるなか、主要
企業の堅調な決算や業績見通しが好感され、ＮＹダウは前週から6営業日続
伸しました。27日に発表された2022年7－9月期国内総生産（ＧＤＰ）が市
場予想を上回り、米景気の底堅さが改めて確認されたことも、景気敏感株を
中心に買いを支えました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
米国の大幅利上げ観測がやや後退し、米長期金利が低下した流れを受け国内金
利も低下したものの、日銀が実施した国債買い入れオペ（公開市場操作）がや
や弱めの結果と受け止められたことから、国内債券は売られる場面もあり（利
回りは上昇）、週間では前週末比で横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で横ばいとなりました。
FRBが年内にも金融引き締めを緩めるとの見方が広がり、４％を上回ってい
た米長期金利が３％台まで低下したことから、日米金利差の縮小を見込む円
買い米ドル売りが優勢となったものの、週末は持ち高調整の円売り米ドル買
いが進み、週間では前週末比で横ばいとなりました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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FRBが年内にも金融引き締めを緩めるとの期待が高まるなか、米主力企業の堅
調な決算を受け、先週の株式市場は上昇しました。
欧州中央銀行（ECB）は27日の定例理事会で、政策金利を0.75％引き上げる
ことを決定しました。0.75％の利上げ幅は2回連続で、政策金利は過去10年間
で最高水準となっています。ラガルド総裁は記者会見において、『インフレの
リスクから、さらに利上げを行う予定である。』と発言しており、景気後退の
可能性が高まる中でも、高止まりするインフレの抑制を優先する姿勢を改めて
示しました。なお、今会合の声明文では「今後数会合での利上げを想定する」
という文言が削除され、今後、市場は利上げ休止のタイミングを見極めていく
こととなりそうです。
今週の株式市場は、米国の主要経済指標を見極めながら方向感をさぐる展開と
なりそうです。11月1～2日の日程で開催される米連邦公開市場委員会
（FOMC）後のパウエル議長の会見で、今後の利上げについて踏み込んだ発言
があり、利上げペース減速に期待が高まることとなれば、株式市場は大きく上
昇する可能性もありそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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